
Ⅲ 生涯学習振興課，文化財課

○生涯学習振興課

○文化財課
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生涯学習振興課

【生涯学習振興課の事業等】

１ 生涯学習とは

生涯学習ということばは，いくつかの意味で使われているが （生涯学習の充実）

県民のみなさんの学習活動という視点から捉えると，生涯学習

生涯学習とは「人が生涯にわたって学ぶこと，乳幼児期から高

齢期まで，生涯のあらゆる時期に行われる学習活動」という意

味になる。

２ 社会教育とは

社会教育とは「学校・家庭以外の広く社会で行われる教育」 （青少年の健全育成）

で，身近なところでは，公民館や少年自然の家など公的な施

設での講座や青少年教育向け事業，大学等で行われる公開講

座，民間で行われる通信教育，カルチャースクールなども社

会教育の中に入る。

（参考：文部科学省）

（社会教育の充実）

社会教育

【 生涯学習における教師の姿勢 】

変化の激しい社会を担う子供たちに必要な「生きる力」を

育成していくことが大切である。学校の枠にとどまることな

く，家庭や地域社会との連携・協力関係を築き教育環境づく （その他の社会教育活動の充実）

りが必要である。大切なことは教師自ら学習しようとする意

欲等を持ち続けることである。それが子供たちに伝わり，学

ぶ意欲に繋がり，「社会を生きぬく力」の養成につながるので

ある。

■関連資料■

◎『生涯学習・社会教育推進の努力点』 沖縄県教育庁生涯学習振興課 平成30年

◎『青少年の健全育成を目指した学校と地域の連携・協働の推進に当たって』～第三次提言～

沖縄県生涯学習審議会 平成29年

◎『地域の人的資源を活用した家庭教育支援～地域ぐるみの家庭教育支援のあり方を目指して～』（提言）

沖縄県社会教育委員の会議 平成29年

◎『沖縄県読書活動推進基本計画～読書県おきなわ群星プラン～』 沖縄県教育委員会 平成29年

◎『学校･家庭･地域の連携協力推進事業実践事例集』 沖縄県教育委員会 平成29年

◎『生涯学習推進センターパンフレット』 沖縄県教育委員会 平成29年

◎『第四次沖縄県子どもの読書活動推進計画』 沖縄県教育委員会 平成31年

◎『できることからはじめよう 食べて 動いて よく寝よう』 沖縄県教育委員会 平成24年

「生涯学習・社会教育」

１ 生涯学習推進体制の整備
２ 生涯学習指導者等養成事業

３ 社会教育主事の養成
４ おきなわ県民カレッジ
５ 沖縄県生涯学習情報提供システム及び

沖縄県遠隔講義配信システムの充実

１ 県立図書館の充実事業
２ 子どもの読書活動推進事業
３ 離島読書活動支援事業
４ 青少年教育施設等の充実
５ 社会教育指導者等研修事業
６ 視聴覚ライブラリー整備充実事業
７ 沖縄県社会教育研究大会等の開催
８ 公民館研究大会等の開催
９ 人権教育促進事業
10 家庭教育支援者研修会
11 家庭教育支援事業
12 親子電話相談事業

１ 沖縄県社会教育関係団体等連絡会
２ 沖縄県社会教育委員連絡協議会
３ 沖縄県公民館連絡協議会
４ 沖縄県ユネスコ協会
５ 地域づくりの担い手となる人材育成事業推進事業

生涯学習・社会教育

１ SDGｓ達成のための教育推進事業
２ 「おきなわ地域教育の日」の広報・啓発
３ 放課後子ども教室推進事業
４ 地域学校協働活動推進事業
５ 土曜教育支援体制等構築事業
６ 地域連携担当教員等研修会
７ 御万人すりてぃｸﾘｰﾝ･ｸﾞﾘｰﾝ･ｸﾞﾚｲｼｬｽ

（ＣＧＧ）運動の支援
生涯学習

学校教育 家庭教育

自
己
学
習
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関連施策■

「読書活動」の推進

①毎月第３日曜日「家庭の日・ﾌｧﾐﾘｰ読書」を推進する。
②「子ども読書の日」を記念した取組を実施する。
③「文字・活字文化の日｣を記念した取組を実施する。
④読書活動優秀実践教育長表彰を実施する。

親子電話相談事業

（電話番号）０９８－８６９－８７５３
年末年始・日曜祝日除く 午前９時～午後１０時
電話相談員研修会：年１０回実施

①「おきなわ地域教育の日」（毎月第３土曜日）
県民総がかりで「地域の子は地域で守り育てる」

気運の醸成を図るため, 平成22年4月より沖縄県社会
教育関係団体等連絡会が推奨している。
②御万人すりてぃクリーン・グリーン・グレイシャス
（ＣＧＧ）運動を支援する。
運動月間：毎年12月が運動月間
実 施 日：12月第３日曜日 (家庭の日)

「おきなわ地域教育の日」の推進

地域連携担当教員等研修会

学校・家庭・地域を結びつける校内ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ-となる
地域連携担当者としての資質向上を図る。
研修会：各教育事務所等で開催予定

家庭教育支援者研修会

家庭教育を支援する方々の資質向上を目的に，より実
効性のある取り組みを進める。子育てを地域ぐるみの取
り組みとして，より一層の充実を図る。

SDGs達成のための教育推進事業

持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）推進のため
の研修会等を実施する。
※「ユネスコスクールの募集」も随時行う。
研修会：年１～３回実施
対象者：公立学校初任者，中堅教諭

おきなわ県民カレッジ

国，県，市町村及び大学等で実施している生涯学習に
関する講座等を体系化し，県民に生涯学習情報提供シス
テムを通し学習機会を広域的・効果的に提供する。

社会教育主事講習［B］沖縄会場の実施

社会教育主事となる資格を取得させるために，国立教
育政策研究所社会教育実践研究センターが行う講習を，
県生涯学習推進センターで受講機会を提供する。（1～2月）

視聴覚ライブラリー整備充実事業

①視聴覚教材・機材の普及・活用の促進を図り，社会
教育・学校教育の向上に資する。

②視聴覚・情報教育指導者の養成を行う。

家庭教育支援事業

①地域の子育て経験者や民生委員・児童委員など身近
な人たちと専門家との連携による「家庭教育支援チーム」
の結成支援を行う。
②家庭教育支援者研修会を６地区で開催し，家庭教育支
援に携わる人材のスキルアップを図る。

人権教育指導者研修会

人権教育の実践的研修を通して, 人権に関する今日
的な課題に対応できる指導者としての資質の向上を図
り, 各現場における人権教育の新たな展開につなげる。
研修会：年１回実施
対象者：学校教育, 社会教育, 福祉関係者他

放課後子ども教室推進事業

すべての子どもを対象として，安心・安全な居場所
を設け，地域の方々の参画を得て，学習やスポーツ文
化活動，地域住民との交流活動等の取り組みを推進す
る。

地域学校協働活動推進事業

地域と学校が連携・協働し，地域全体で未来を担う
子どもたちの成長を支えていく様々な活動を推進する。
研修会：年３回実施。講演，実践発表等予定
対象者：ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ-，学校関係者，ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ他

生涯学習・社会教育関連施設

生涯学習・社会教育関係団体

地域づくりの担い手となる人材育成推進事業

地域を支える社会教育団体が行う社会教育事業に対し
て補助金を交付することにより，社会教育に新たに求
められている地域づくりの担い手となう人材を図る。

市町村公民館内訳数 市 町 村 計

公民館

中央公民館 8 7 9 24

分　　　館 6 1 1 8

地　区　館 14 23 21 58

公民館

類似施設

市町村設置 5 1 18 30

自治公民館 644 177 149 970

施　設 箇所数

県立図書館 1

市町村立図書館 38

県立青少年教育施設 6

沖縄県視聴覚

ライブラリー

1

地区市町村視聴覚

ライブラリー

6

博物館・美術館

（その他市町村等施設）

6

県高等学校PTA連合会 （一社）ガールスカウト県連盟

（一社）県PTA連合会 県ユネスコ協会

（一社）県子ども育成連絡協議会 県社会教育委員連絡協議会

（一社）県婦人連合会 県社会教育指導員連絡協議会

県青少年団協議会 （公社）県青少年育成県民会議

県公民館連絡協議会 （公財）県老人クラブ連合会

（一財）日本ボーイスカウト県連盟 県特別支援学校PTA協議会

企業・NPO等
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文化財課

本県は，亜熱帯海洋性気候のもと，豊かな自然と特色ある歴史や文化が育まれてきた。このような歴

史や伝統文化の継承・発展と豊かな感性を育む文化の振興を目的として，文化財課では教育主要施策の

一つとして文化財の保護・活用と文化施設の活用，文化芸術活動の推進に取り組んでいるほか，文化庁

や文化財団，市町村教育委員会及び学校等との共催により，以下の各種事業を展開している。

各学校においては，総合的な学習の時間や関連する教科等で積極的に文化財や事業等を活用しながら，

文化芸術活動及び伝統芸能や文化財愛護の推進に努めることを望む。

●総合的な学習の時間（探究）や関連する教科などで実施可能な文化活動事業一覧

■関連資料■

・参考となるホームページまたはWebサイトからダウンロード可能な資料
◎文化財課要覧/沖縄県教育委員会(www.pref.okinawa.lg.jp/edu/bunkazai/edu/jimukyoku/bunkazai/index.html)
◎国立劇場おきなわ（http://www.nt-okinawa.or.jp/)
◎琉球文化アーカイブ（http://rca.open.ed.jp/）
◎沖縄県立総合教育センター教育情報共有システム（https://kyosys.open.ed.jp/）
◎沖縄の歴史と文化（http://www.pref.okinawa.lg.jp/edu/bunkazai/bunkakesho/hogo/rekishi/rekishi-002.html）
◎沖縄県立埋蔵文化財センター（http://www.pref.okinawa.jp/edu/maizo/madoguchi/soshiki/maizo/）
◎文化遺産オンライン（文化庁）（http://bunka.nii.ac.jp/special_content/hlink9）
◎文化芸術による子供育成総合事業（https://www.kodomogeijutsu.go.jp/index.html）
◎『みんなの文化財図鑑 無形文化財編・民俗文化財編』

（https://www.pref.okinawa.lg.jp/edu/bunkazai/bunka/bunkazaizukan/minbunpdf/2021mukeiminzokuminbun.html）
◎『みんなの文化財図鑑 有形文化財編』

（https://www.pref.okinawa.lg.jp/edu/bunkazai/bunka/bunkazaizukan/minbunpdf/2019yukei.html）
◎『みんなの文化財図鑑 埋蔵文化財編』

（https://www.pref.okinawa.lg.jp/edu/bunkazai/bunka/bunkazaizukan/minbunpdf/2018maibun.html）
◎『みんなの文化財図鑑 史跡・名勝編』

（https://www.pref.okinawa.lg.jp/edu/bunkazai/bunka/bunkazaizukan/h30bunkazaizukan/h30bunkazaizukan.html）

□主 催：文化庁

□実施内容：国が優れた文化芸術団体を選定し，小学校
・中学校等において実演芸術公演を実施す
る。公演の実施に当たっては，鑑賞と合わ
せて文化芸術団体と児童生徒の共演参加又
は体験を行う。

□公演演目：合唱，オーケストラ，音楽劇，児童劇，演

劇，ミュージカル，バレエ，現代舞踊，歌

舞伎，能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演

芸等の実演芸術

□募集期間：10 月～ 11 月(通知決定は 4 月，実施は 5
月以降）

□対 象：小学校，中学校，特別支援学校（小学部、

中学部）※令和３年度は 11公演実施

□主 催：文化庁

□実施内容：個人または少人数の芸術家を派遣し，

講話，実技披露，実技指導を行う。

□派遣分野：音楽，演劇，舞踊，大衆芸能，美術，

伝統芸能，文学，生活文化，メディア

芸術等

□募集期間：8～ 9月(決定通知は 4月，実施は 6月
以降）

□対 象：小学校，中学校，高等学校，特別支援学

校

※令和３年度は 75校実施

※本事業は，「コミュニケーション能力の育成」を図るための事業で，内容も芸術鑑賞ではなく，ワークショップが主となっております。

また，平成２９年度に名称が「児童生徒のコミュニケーション能力の育成に資する芸術表現体験事業」から「コミュニケー

ション能力向上事業」に変わっており，コミュニケーション能力育成に係る担当者にて対応しております。

１文化芸術による子供育成総合事業（巡回公演事業） ２文化芸術による子供育成総合事業（芸術家の派遣事業）

３文化芸術による子供育成総合事業 （ コミュニケーション能力向上事業 ）

地域の自然・歴史・文化の重視
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■関連資料■

・書籍（各小・中・高等学校の図書館等に配布済み）

◎『みんなの文化財図鑑 無形文化財編・民俗文化財編』 （令和３年 発行／沖縄県教育委員会）

◎『みんなの文化財図鑑 有形文化財 編』 （令和２年 発行／沖縄県教育委員会）

◎『みんなの文化財図鑑 埋蔵文化財 編』 （平成31年 発行／沖縄県教育委員会）

◎『みんなの文化財図鑑 史跡・名勝 編』 （平成30年 発行／沖縄県教育委員会）

◎『沖縄県史ビジュアル版1～13』 （平成10年～平成16年 発行／沖縄県教育委員会）

◎『みんなの宝 世界遺産 よみがえる琉球の記憶 小学生高学年用 世界遺産副読本』（平成14年 発行／沖縄県教育委員会）

◎『もっと知りたい！世界遺産 中学生用副読本』 （平成14年 発行／沖縄県教育委員会）

◎『世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」高校生用副読本』 （平成14年 発行／沖縄県教育委員会）

◎『沖縄の文化財Ⅰ～Ⅴ』 （平成５年～平成９年 発行／沖縄県教育委員会）

◎『文化財にみる 沖縄の自然・歴史・文化』

（小学生版：平成3年度, 中学生版：平成5年度, 高校生版：平成7年度 発行／沖縄県教育委員会）

◎『沖縄の文化』 （平成4年 発行／沖縄県）

◎『首里城：－その歴史への誘い－』 （平成4年 発行／沖縄県）

□主 催：沖縄県教育委員会

□目 的：県内の児童生徒を対象に無形文化財である

組踊等沖縄伝統芸能を鑑賞する機会を提供

することで，本県独自の郷土芸能への理解

と関心をを深めさせ，「心の教育」に寄与

する。

□上演種目：組踊及び沖縄伝統芸能

□募集期間：10月～ 11月頃
□対 象：小学校，中学校，特別支援学校

□主 催：沖縄県教育委員会

□目 的：県内の児童生徒を対象に，文化財をテーマ

にした図画作品を募集し，その制作をとお

して児童生徒が地域の文化財に興味・関心

を持ち，文化財保護・愛護思想の高揚を図

ることを目的とする。

□募集期間：5月中旬～ 9月末頃
□対 象：小学校，中学校，高等学校，特別支援学校

□そ の 他：入賞作品は，「教育・文化週間」並びに

「文化財保護強調週間」の一環として，同

週間（11/1 ～ 7）に開催する「私たちの文
化財」図画作品展示会において展示すると

ともに，最優秀作品の中から１～２点を文

化財保護強調週間ポスターの原画として採

用する。

５沖縄県提供事業（沖縄県こども青少年芸術劇場）

６児童生徒の組踊等沖縄伝統芸能鑑賞会 ７文化財愛護事業（「私たちの文化財」図画作品募集）

４子供 夢・アート・アカデミー

（日本芸術院会員の学校派遣）

□主 催：文化庁

□目 的：日本芸術院会員が小・中・高等学校を訪問

し，講話，実技披露，実技指導を行い，子

供たちに文化芸術活動の素晴らしさを実感

させ，夢を持って生きることの大切さや文

化芸術を愛する心を育て，豊かな情操を有

する文化継承者の育成を図る。

□公演分野：美術，文芸，音楽，演劇，舞踊など

□募集期間：4月（決定通知は 7月，実施は 8～ 12月）
□対 象：小学校，中学校，高等学校

※令和３年度は採択校なし

□主 催：沖縄県教育委員会

□目 的：芸術鑑賞の機会の少ないへき地，離島等の

児童生徒に，優れた舞台芸術を提供して生

徒の芸術に触れる喜びを与えるとともに，

表現活動の機会を確保することにより，児

童生徒の芸術活動の機運の醸成と健全育成

を図る。

□公演種目：金管五重奏，木管五重奏，バレエ

□募集期間：2月～ 3月（決定通知は 6月，実施は 10月
以降）

□対 象：県内離島，へき地の小学校，中学校

※令和３年度は１校１公演実施
（粟国村：木管五重奏公演）
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